
　 令和 4 年度　学校評価総括表 学校名 所属長名                                              印 

課題の改善策等 評価者人数     　　　　　  8人

評価日 実施日 8/25～8/31   12/6～1/10 実施日 12/10～1/14 評価日 3月3日

公表日 5/13   6/30 公表日 公表日 10/28   3/3   3/22 公表日 3/3   3/22 公表日 3月22日

　　　ホームページ 公表方法 　　　ホームページ 　　　ホームページ 　　　ホームページ

　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布

　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施

　　　その他 　　　その他 　　　その他 　　　その他

① B B

・学校だよりや学年だより、
ツイッター等を活用して、学
習内容等の情報発信を行
う。

・学校だよりや学年だより等
で「自主学習の手引き」の周
知徹底を図るとともに、適切
な家庭学習時間について啓
発の充実を図る。課題内容
を精査し、各学年に応じた
課題を与えるようにする。

② A A

・児童の活動を学級通信等
で情報発信することで学習
活動について周知し、理解
を得るようにする。

増田　智子

[5]自己評価

2月13日

3/3   3/22

　　　  　ホームページ

生駒市立俵口小学校

公
表
方
法

公表
方法

公表
方法

　　　　　共に育つ　　　～　考えをみがく　心をみがく　仲間とみがく　～

評
定

Ⅳ　来年度に残された課題

○自己有用感を感じられるような取組を充実させて、児童の自己肯定感の向上を図
る。
○指導法をさらに工夫して充実させ、基礎・基本的な内容の確実な定着を図り、児童
の自己肯定感を育む。
○学校と家庭が連携して取組を進め、児童に適切な時間での学習習慣や読書週間
を身に付けさせる。
○授業公開・研究討議を通じて教職員が学び合うことで授業力向上を図り、児童の
学力向上へとつなげる。
○様々な方法で児童同士の意見交流を活性化し、思考力・判断力の育成を図る。
○カリキュラムマネジメントについて研修を深める。
○体験的学習の充実を図り、多様性のある豊かな学びを児童に経験させる。
○教育活動全般を通じて、児童の体力向上を図る。
○学校と地域の協働の在り方について、さらに知見を深める。
○校内の安全対策や危機管理についての対応を一層高める。

評価日

[6]学校関係者評価[3]自己評価

・考えを深めるためには、自分の考え
をまとめて書くという力を身に付けさ
せることが大切ではないか。話すだけ
だと内容がすぐに流れていってしまい
考えが後に残らないが、書くと考えを
練り直すことができるので、考えも深
まっていくと思う。
・論理的思考の育成の項目で保護者
の評価が低いが、学校でしていること
を情報発信して、保護者に理解しても
らうことが大切だろう。すでに学校だ
よりなどで情報発信もなされ、よく分
かるようになっている。学校からの発
信をどれだけ家庭の方が受け取れる
かが課題である。

・放課後子ども教室でプリント学習を
すると、子どもたちは国語のプリントよ
りも算数のプリントを選ぶことが多
い。国語の言葉や漢字などは大切な
ので、面白く学べる工夫が大切なのだ
と思った。
・宿題となると、やはりプリント形式が
多くなるだろうが、今はタブレットのア
プリに楽しく漢字を学べるものもある
ので、そういったものを活用していく
ことも大事だと思う。

・お子さんは、朝の学習
や家庭学習を通じて基
礎学力を定着させてい
ますか
【肯定的意見73％】

・お子さんは、「自主学習
のてびき」で示した学年
毎の目安の時間、家庭
学習をしていますか
【肯定的意見48％】

・朝の学習や家庭学習を
わすれずにすることをが
んばった
【肯定的意見78％(中間)
→79％(年度末)】

・適切な時間での家庭学
習ができた
【肯定的意見64％(中間)
→59％(年度末)】

・「考える道徳」「議論する道徳」を実践するために、書くことで
自らの考えを明確にし、それをそれぞれが表現し広めるという
活動を取り入れることができた
【肯定的意見84％(中間)→85％(年度末)】
＊中間、年度末ともに高評価であり、教員、児童、保護者の三
者にも意識の乖離が見られないため、達成できたと考える。

・考えを深める力を着実に育てるために、学習においてめあて
を提示して学びの焦点化を図り、学習の振り返りを設定するこ
とができた
【肯定的意見81％(中間)→90％(年度末)】
＊三者ともに肯定的意見の割合が高く、達成できたと考える。

9月28日

　【考えをみがく】
　　①基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るため、指導法の工夫に取り組む。
　　②他者と交流しながら考えを深める力を着実に育てる。
　　③筋道を立てて考え表現する活動を通して、思考力・判断力・表現力を高める。
　【心をみがく】
　　④児童に関する課題を共有し、全職員でルールの徹底とマナーの育成に取り組む。
　　⑤自他の成長を振り返り、よさを認め、実感できる取組を充実させる。
　　⑥多様な交流・体験的学習を通して、互いを理解し認め合う大切さを学ばせる。
　【仲間とみがく】
　　⑦話し合い活動を活性化し、自主的・自発的に問題を解決する力を伸ばす。
　　⑧集団でのかかわりの場を通して、社会性を育て、自己有用感を高める活動を工夫する。
　　⑨「体づくり運動」の充実と、体力・運動能力向上の取組をすすめる。

○自己有用感を感じられるような取組を充実させ、自己肯定感の向上を図る。
○指導法をさらに工夫して充実させ、基礎・基本的な内容の確実な定着を図り、児
童の自己肯定感を育む。
○学校と家庭が連携して取組を進め、児童に適切な時間での学習習慣や読書週間
を身に付けさせる。
○授業公開・研究討議を通じて教職員が学び合うことで授業力向上を図り、児童の
学力向上へとつなげる。
○様々な方法で児童同士の意見交流を活性化し、思考力・判断力の育成を図る。
○特別の教科道徳における「考え議論する道徳」の在り方について研修を深める。
○コロナ禍における体験的学習の充実を図り、多様性のある豊かな学びを児童に経
験させる。
○教育活動全般を通じて、児童の体力向上を図る。
○学校運営協議会の設置に伴い、学校と地域の協働の在り方について知見を深め
る。
○校内の安全対策や危機管理についての対応を一層高める。

公表日

　　　　　Ⅰ　学校教育目標

Ⅲ　本年度の重点課題

公表
方法

　　　その他

　　　文書配布

　　　　 説明会実施

[4]外部アンケートの分析

保護者アンケート

・自分の考えたことを、
ノートやプリントに書くこ
とができた
【肯定的意見79％(中間)
→78％(年度末)】

・学習した内容が、どんな
内容だったか分かった
【肯定的意見87％(中間)
→87％(年度末)】

・お子さんは、学習して
分かったことや自分の考
えを、ノートやプリントに
書いていましたか
【肯定的意見51％】

・お子さんは、学校での
学習内容を概ね理解で
きていますか
【肯定的意見82％】

〇特別の教科道徳におい
て、書くことで自らの考えを
明確にし、それをそれぞれ
が表現することで広めると
いう活動を取り入れること
で、「考える道徳」「議論する
道徳」の実践を目指す。

〇学習においてめあてを提
示して学びの焦点化を図
り、学習の振り返りを設定
することで考えを深める力
を着実に育てる。

〇朝学習や家庭学習におい
て、児童に漢字学習や計算
練習、語句調べをさせること
で、基礎学力の定着を図
る。

〇「自主学習の手引き」によ
り、適切な学習時間を家庭
に示して児童や家庭に家庭
学習の充実を促し、基礎学
力の定着を図る。

・「考える道徳」「議論する道徳」を
実践するために、書くことで自ら
の考えを明確にし、それをそれぞ
れが表現し広めるという活動を取
り入れることができた
【肯定的意見84％】

・考えを深める力を着実に育てる
ために、学習においてめあてを提
示して学びの焦点化を図り、学習
の振り返りを設定することができ
た
【肯定的意見81％】

・基礎学力の定着を図るために、
朝学習や家庭学習において、児童
に漢字学習や計算練習、語句調
べをさせることができた
【肯定的意見89％】

・「自主学習の手引き」により適切
な学習時間を家庭に示し、児童や
家庭に家庭学習の充実を促すこ
とができた
【肯定的意見53％】

最終評価（成果と課題）

・基礎学力の定着を図るために、朝学習や家庭学習において、
児童に漢字学習や計算練習、語句調べをさせることができた
【肯定的意見89％(中間)→90％(年度末)】
＊肯定的意見が90％であり達成できた。教員と保護者の意識
に多少の乖離が見られる。

・「自主学習の手引き」により適切な学習時間を家庭に示し、児
童や家庭に家庭学習の充実を促すことができた
【肯定的意見53％(中間)→71％(年度末)】
＊肯定的意見が、中間に比べ、年度末では18ポイント上昇し
た。教員の評価に比べ、児童、保護者の肯定的意見の割合が
低く、次年度に改善が必要であると考える。

児童生徒アンケート

Ⅱ　前年度に残された課題

評
定

3/3   3/22

　　　その他
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中間評価具体的に、何を、いつまでに、
どの水準まで、数値化

　　　ホームページ

　　　説明会実施

　　　文書配布

[2]具体的達成目標と評価指標
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③ A A

・今後も、書くことで考えをま
とめ、分かりやすく伝える活
動を継続して、考えや思いを
伝えるという経験を児童にさ
せていく。

④ A B

・生徒指導部を中心に始め
た、廊下歩行徹底や挨拶実
施強化のためのキャンペー
ン活動を継続させ、児童の
規範意識のさらなる向上を
図る。

・特別支援学級担任を中心
に児童の情報共有の充実を
図り、学校全体で児童の見
守りや指導を行う体制整備
を継続して行う。

⑤ A A

・教育活動全般を通じて、児
童への指導を継続していく。
また、教員自身が児童のお
手本となるよう、正しく丁寧
な言葉遣いをするように、職
員会議等で呼びかける。

・様々な教育活動において、
児童の自尊感情の醸成を図
ることを意識した働きかけの
充実を図っていく。

⑥ A A

・他者、特に立場 の弱い者
への共感を、たてわり活動の
継続も含め、人権教育や道
徳教育など、全ての教育活
動を通じて 児童に涵養して
いく。

・思いやりの心を児童に育むために、ふれあいタイムなどの異
学年交流を通じて、立場の違う者への配慮の必要性を指導す
ることができた
【肯定的意見91％→90％(年度末)】
＊三者ともに高評価のため達成できたと考える。年下への思
いやりの項目については、児童の評価が若干低めである。たて
わり活動のみならず、人権教育や道徳教育、学級活動等あら
ゆる場面を捉えて、児童に思いやりの心を涵養していきたい。

・教育活動全般を通じて、相手の立場を思いやった丁寧な言
葉遣いをするように、児童に指導することができた
【肯定的意見95％→95％(年度末)】
＊三者ともに高評価であるので、十分達成できたと考える。

・ふれあいタイムや委員会活動、クラブ活動などで振り返りノー
トに記入する場面を設定し、自己の成長を確認したり良さを認
めたりする機会を設けた
【肯定的意見82％→86％(年度末)】
＊肯定的意見の割合が86％であり、達成できたと考える。し
かし、児童の自己肯定感の確立のためには、あらゆる場面で
の働きかけが必要であり、年間を通じて自己成長を確かめる
場面設定を行っていきたい。

・考えや思いの表現の評価が低いが、
子どもたちは学年が上がるにつれ、で
きないことに焦点化してしまっている
のではないか。子どもたちの良さを見
つけて認め、それを返すことで子ども
に自信をつけさせ解決を図っていって
ほしい。

・学習活動において、考えたことをノートやプリントにまとめ、そ
れを整理して分かりやすく友達に伝えるような活動を設定する
ことができた
【肯定的意見86％(中間)→90％(年度末)】
＊児童は若干評価が低めだが、教員、保護者ともに高評価で
あり、達成したと考える。

・きまりや約束、規則の順守について
は、全然、問題ないと思う。見守り活
動の場でもきちんとルールが守れて
いる。「気を付けて帰ってね。」と声掛
けをすると、「わかりました。」「ありが
とうございます。」と、きちんと答えられ
ている。

・年下への思いやりの項目で児童が
低評価であったのは、コロナ禍で行事
が少なく異学年での交流の機会が少
なかったことも要因の一つだろう。集
団活動が回復されれば、評価も上が
るのではないか。この項目で中学年
が低評価なのは、中学年が上級生と
下級生の両方の立場であるということ
も関係しているのではないか。この学
年の児童にアプローチすることが大切
だろう。
・思いやりの心を理解させるだけでな
く、それを行動に移せるところまで全
教育活動を通じて児童に育んでいっ
てほしい。

・ふれあいタイムで、ちが
う学年の人と協力するこ
とができた
【肯定的意見84％(中間)
→88％(年度末)】

・年下の子を大事にし、年
下の子からしたわれたり、
たよられたりした
【肯定的意見75％(中間)
→74％(年度末)】

・お子さんは、違う学年
の子とも仲良くしていま
すか
【肯定的意見86％】

・お子さんは、年下の子
を大事にしようとしてい
ますか
【肯定的意見93％】

〇教育活動全般を通じて、
相手の立場を思いやった丁
寧な言葉遣いをするよう
に、児童に指導する。

〇ふれあいタイムや委員会
活動、クラブ活動などで振り
返りノートを記入する場面
を設定し、自己の成長を確
認したり良さを認めたりする
機会を設ける。

・教育活動全般を通じて、相手の
立場を思いやった丁寧な言葉遣
いをするように、児童に指導する
ことができた
【肯定的意見95％】

・ふれあいタイムや委員会活動、ク
ラブ活動などで振り返りノートに
記入する場面を設定し、自己の成
長を確認したり良さを認めたりす
る機会を設けた
【肯定的意見82％】

・学校の先生、友だち、近
所の人に、丁寧な言葉を
使った
【肯定的意見81％(中間)
→83％(年度末)】

〇ふれあいタイムなどの異
学年交流を通じて、立場の
違う者への思いやりの心を
児童に育む。

・思いやりの心を児童に育むため
に、ふれあいタイムなどの異学年
交流を通じて、立場の違う者への
配慮の必要性を指導することがで
きた
【肯定的意見91％】

・「学校生活のきまり」や「交通安全のは・ひ・ふ・へ・ほ」を用い
て、ルールやマナーを守ることの大切さを伝え、児童らにルー
ルやマナーを守ることの意味を理解させた
【肯定的意見95％(中間)→100％(年度末)】
＊肯定的意見の割合が100％であり、三者ともに高評価のた
め十分達成できたと考える。

・児童に関する情報を共有するための会議を毎月開催し、全
職員で共通理解を図ることができた
【肯定的意見91％(中間)→64％(年度末)】
＊中間と比べ、年度末は27ポイント下降した。特別支援学級
担任の情報発信の在り方が課題であり、解決を図りたい。

・お子さんは、近所の人
や教員、友達に対して丁
寧な言葉を使っています
か
【肯定的意見82％】

〇学習活動において、考え
たことをノートやプリントに
まとめ、それを整理して分か
りやすく友達に伝えるような
活動を設定する。

・学習活動において、考えたことを
ノートやプリントにまとめ、それを
整理して分かりやすく友達に伝え
るような活動を設定することがで
きた
【肯定的意見86％】

・自分の考えを、クラスの
友だちに分かりやすく話
すことができた
【肯定的意見68％(中間)
→70％(年度末)】

・学校生活のきまりや交
通ルール、友だちとの約
束を守った
【肯定的意見89％(中間)
→88％(年度末)】

〇「学校生活のきまり」や
「交通安全のは・ひ・ふ・へ・
ほ」を用いて、ルールやマ
ナーを守ることの大切さを
伝え、児童らにルールやマ
ナーを守ることの意味を理
解させる。

〇児童に関する情報を共有
するための会議を毎月開催
し、全職員で共通理解を図
る。

・「学校生活のきまり」や「交通安
全のは・ひ・ふ・へ・ほ」を用いて、
ルールやマナーを守ることの大切
さを伝え、児童らにルールやマ
ナーを守ることの意味を理解させ
た
【肯定的意見95％】

・児童に関する情報を共有するた
めの会議を毎月開催し、全職員で
共通理解を図ることができた
【肯定的意見91％】

・丁寧な言葉遣いの項目で、保護者や
児童の評価が教員の評価と比べて低
いのは、家庭でまで丁寧な言葉遣い
はなかなかできないからだろう。だか
らこそ、学校という集団の場で、相手
を思いやる丁寧な言葉遣いをするよ
うに指導していくことが大切である。

・お子さんは、学習活動
を通じて自分の意見や
考えを言えるようになっ
てきましたか
【肯定的意見84％】

・お子さんは、家でのきま
りや交通ルール、友達と
の約束を守ることができ
ていますか
【肯定的意見89％】



⑦ B B

・児童が、自身を安心して表
出できるような学級づくりを
進めつつ、今年度、取組を進
めてきた発言することが苦
手な児童のために、タブレッ
トを活用して意見を述べさ
せることも継続していく。

・特活部からの書く活動の提
案時に、活動内容について
の提案だけでなく、活動を通
じて児童に協働的な課題解
決の力を育成するという視
点も含めて提案するように
する。

・お子さんは、人の意見
をよく聞いてから自分の
意見を言おうとしていま
すか
【肯定的意見67％】

・お子さんは、たてわり活
動を通じて異学年の児
童との関わりを深め、協
調性を身に付けていま
すか
【肯定的意見86％】

A

・自主的・自発的に問題を解決す
るために、児童にとって身近な議
題を学級会で設定し、話合い活動
を活性化させることができた
【肯定的意見74％】

・ふれあいタイムや委員会活動、ク
ラブ活動など、学校生活の様々な
場面で児童らが話し合いをする
機会を積極的に設け、協働的な課
題解決の力を育てることができた
【肯定的意見86％】

〇自主的・自発的に問題を
解決するために、児童にとっ
て身近な議題を学級会で設
定し、話合い活動を活性化
させる。

〇ふれあいタイムや委員会
活動、クラブ活動など、学校
生活の様々な場面で児童ら
が話し合いをする機会を積
極的に設け、協働的な課題
解決の力を育てる。

・学級会で、よく考えて自
分の意見を言った
【肯定的意見65％(中間)
→61％(年度末)】

・ふれあいタイムでは、み
んなで仲よく遊ぶには、ど
うしたら良いかを考えて
行動できた
【肯定的意見83％(中間)
→82％(年度末)】

・ふれあいタイムの時間には、高学年児童がリーダとして働くこ
とができるような支援を行い、異学年の児童同士が互いに認
めあい、自己有用感をもつことができるような指導をすること
ができた
【肯定的意見86％→86％(年度末)】
＊中間、年度末共に肯定的意見の割合が86％であり、達成で
きたと考える。

・委員会活動において、円滑な学校生活のためにはどのように
するべきかを考えさせて委員会活動を遂行させ、児童が自己
有用感を味わうことができるように支援することができた
【肯定的意見91％→95％(年度末)】
＊三者ともに肯定的意見の割合が高く、十分達成できたと考
える。

・自主的・自発的に問題を解決するために、児童にとって身近
な議題を学級会で設定し、話合い活動を活性化させることが
できた
【肯定的意見74％→79％(年度末)】
＊肯定的意見が教員は79％、児童、保護者も6割であり、概
ね達成できたと考える。しかし、年度末の児童の肯定的意見は
61％にとどまり、今後、継続して取り組んでいかなければなら
ないと考える。

・ふれあいタイムや委員会活動、クラブ活動など、学校生活の
様々な場面で児童らが話し合いをする機会を積極的に設け、
協働的な課題解決の力を育てることができた
【肯定的意見86％→90％(年度末)】
＊三者ともに高評価であり、達成できたと考える。

・話合いの活性化を図るためには、学
級会でみんなが発言できるように司
会グループを交代させて偏った者だ
けが発言することの無いようにしてい
くことが大切だと思う。スピーチ活動
を取り入れていくのもよいのではない
か。
・話し合う際には、すぐに解決できな
いような社会の問題を自由に議論さ
せることも必要ではないか。

・集団への奉仕を通じての自己有用
感の項目で児童の評価がそれほど高
くない。児童は責任感を持って委員会
活動を行っているが、その活動に喜び
を感じられていないから評価も高くな
いのではないか。そこに喜びを感じさ
せ、満足感を持たせることができれ
ば、児童も自己有用感を感じることが
できると思う。
・児童は、自分の行っている活動のど
の部分が良かったのか、役立っている
のか気がついていないのだろう。具体
的な言葉でそれを伝えることで児童に
気付かせ、自己有用感を味わわせて
やることが大切だと思う。伝える際に
は、児童に関わっている者が児童に届
くように伝えることが重要で、どの部
分がどう良かったのかを的確に伝え
てほしい。
・児童の自己有用感を育むためには、
保護者や周囲の大人が児童の良さを
児童に伝えてやることが大切だが、保
護者も忙しくて気が付けないことが多
いだろうから、学校から保護者に児童
の良さを伝えてほしい。そうすること
で、保護者も児童によい働きかけをす
る事ができるのではないか。
・委員会活動について広報することで
児童に満足感を持たせたり、他の児
童らから感謝されたりする場面を創
造することで自己有用感を育み、自己
肯定感の獲得へと繋げていってほし
い。
・委員会活動を通じて児童に自己有
用感を持たせるという方向性でよいと
思うが、内容の改善を図ることは必要
だろう。また、学校から家庭に情報発
信を行い、協力を得ることも大切だと
思う。

・次年度も、ふれあいタイム
で、高学年児童がリーダとし
て働くことができるような支
援のあり方を特活部が提案
し、各々の教員は毎回の活
動において自身の支援のあ
り方が適切であったか振り
返るようにする。

・今年度同様に、全校体制で
各委員会への感謝の気持ち
を手紙に書いて掲示し、児
童に自己有用感を獲得させ
る。また、各委員会から活動
の紹介を行い、全校児童が
委員会活動についての認識
を深めることで、高学年児童
への感謝の気持ちを持てる
ように支援する。

⑧

〇ふれあいタイムの時間に
は、高学年児童がリーダと
して働くことができるような
支援を行い、異学年の児童
同士が互いに認めあい、自
己有用感をもつことができ
るようにする。

〇委員会活動において、円
滑な学校生活のためにはど
のようにするべきかを考え
させて委員会活動を遂行さ
せ、児童が自己有用感を味
わうことができるようにす
る。

・ふれあいタイムの時間には、高
学年児童がリーダとして働くこと
ができるような支援を行い、異学
年の児童同士が互いに認めあ
い、自己有用感をもつことができ
るような指導をすることができた
【肯定的意見86％】

・委員会活動において、円滑な学
校生活のためにはどのようにする
べきかを考えさせて委員会活動を
遂行させ、児童が自己有用感を
味わうことができるように支援す
ることができた
【肯定的意見91％】

・気持ちよく学校生活を
送るためには、どうしたら
良いかを考えて、委員会
活動を行った
【肯定的意見91％(中間)
→79％(年度末)】

・お子さんは、委員会活
動を通じて、自分が人の
役に立っていることを認
識していますか
【肯定的意見93％】

A



⑨ B B

・体育部から体力向上ステッ
プアップシートを示し、本校
の体力向上の取組について
共通理解を図る。

・運動場での班遊びを決め
る際に、体を動かして遊べる
遊びの紹介をしていく。

・体育部より体力向上のた
めの遊びの紹介を行い、各
学級で外遊びが推進される
よう働きかける。

〇体育の授業で「体つくり
運動」を実施し、児童らの体
力向上を図る。

〇たてわり活動を通じて、
児童らの体力向上を図る。

〇外遊びを紹介したり学級
遊びを実施したりして、児童
が進んで外遊びに取り組む
ような環境整備を行う。

・体育の授業で「体つくり運動」を
実施し、児童らの体力向上を図る
ことができた
【肯定的意見89％】

・たてわり活動を通じて、児童らの
体力向上を図ることができた
【肯定的意見62％】

・外遊びを紹介したり学級遊びを
実施したりして、児童が進んで外
遊びに取り組むような環境整備を
行うことができた
【肯定的意見50％】

・体育の時間には、しっか
りと体を動かして運動し
た
【肯定的意見91％(中間)
→91％(年度末)】

・ふれあいタイムでは、楽
しみながら体を動かした
【肯定的意見90％(中間)
→89％(年度末)】

・休み時間には、外に出て
遊んだり、体を動かしたり
した
【肯定的意見74％(中間)
→61％(年度末)】

・お子さんは、積極的に
体を動かし、外遊びや運
動をしていますか
【肯定的意見75％】

・体育の授業で「体つくり運動」を実施し、児童らの体力向上を
図ることができた
【肯定的意見89％→95％(年度末)】
＊中間期と比べ6ポイント上昇し、児童も高評価であるため十
分達成できたと考える。

・たてわり活動を通じて、児童らの体力向上を図ることができ
た
【肯定的意見62％→76％(年度末)】
＊中間期と比べ14ポイント上昇し、概ね達成できたと考える。
教員と児童に意識の乖離が見られるが、教員はたてわり活動
だけで体力向上が図られていると考えていないからではない
かと考える。

・外遊びを紹介したり学級遊びを実施したりして、児童が進ん
で外遊びに取り組むような環境整備を行うことができた
【肯定的意見50％→60％(年度末)】
＊三者ともに肯定的意見の割合が6割を超えており、概ね達
成できたと考える。しかし、教員、児童共に昨年度に比べ評価
が大幅に下降しており、注意が必要である。体力向上の観点
から、改善を図っていかなければならないと考える。

・外遊びの習慣化に学級遊びは有効
であると思う。学級のみんなで誘い合
うような体系を創っていくとよいので
はないか。


